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父親のかかわり



子どもの成長において父親のかかわりはと

ても重要である。本章では父親と子どものか

かわりについての調査結果を見ていくことに

する。父親のかかわりについては、育児や家

事への関与といった直接的なかかわりと同時

に、母親に対する育児への精神的サポートと

いう視点からも調べてみた。具体的には、1．

育児への精神的サポート、２.育児参加、３．

家事参加の３つである。1.の育児への精神的

サポートとは、育児について母親から話を聞

いたり相談にのったりするなど、精神的な側

面から母親を支えるというかかわりである。

２.の育児参加は実際に子どもと遊んだり、

子どもを寝かしつけたりという具体的な育児

行動としてのかかわりである。３.の家事参

加とは、買い物や掃除など日常の家事におけ

るかかわりを示す。回答はすべて４段階評定

でたずねた。なお全体の約97％は母親による

回答で、父親自身の回答は1％であった。

まず育児への精神的サポートについて見て

みると（図３－１）、全体に母親の評価は高

い傾向にあることが示されている。肯定的な

（「とても+まあそう思う」と答えた）母親は

どの項目でも50％以上になっており、特に

「子どもの1日の様子を聞いてくれる」「育児

の悩みの相談にのってくれる」「子育てに関

する考え方に共感してくれる」など、話し合

いや相談という面でのサポートが多いことが

うかがえる。ただ、「育児生活上のストレス

発散ができるように配慮してくれる」につい

ては否定的な（「あまり+全然そう思わない」

と答えた）母親も40％を超えており、ストレ

ス発散につながるような具体的なサポートは

少ない傾向が見られた。

次に育児参加の結果（図３－２）を見てみ

ると、項目によってばらつきがあることが示

されている。最も頻度が高かったのは「子ど

もを叱ったりほめたりする」で、40.4％の父

親が「ほとんど毎日」、また「週に３～５回」

を含めると63.1％となっている。父親は叱っ

たりほめたりというしつけの中で子どもと多

くかかわっていることがうかがえる。しかし

一方で、「週に１～２回＋ほとんどない」も

33.3％おり、しつけは母親まかせという父親

の存在もうかがえる。

逆に最も頻度の低い項目は「子どもと一緒

に外で遊ぶ」であった。やはり子どもと外で

遊ぶのは、土・日などの休日を利用してとい

う父親が多いようだ。また「室内で遊ぶ」で

は「週に３～５回」以上の父親が40.8％いる

一方で、半数以上が「週に１～２回」以下と

なっており、これもかなりばらつきが見られ

る結果となった。また「子どもを寝かしつけ

る」では「ほとんどない」と答えた父親が

48.5％いた。もちろん帰宅する時間が遅い、

家にいる時間が短いという理由もあろうが、

「お風呂に入れる」「室内で遊ぶ」の結果と比

べてもかなり低い数値である。父親が帰宅し

ていても、寝かしつけるのは母親に任せてい

る家庭が多いことがうかがえる。
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父親のかかわりの現状

精神的サポートでのかかわりは高く、

家事参加が最も低い（図３－１～３）
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1.0

図３－２　育児参加（全体）�
（％）�

（％）�

ほとんど毎日� 週に1～2回�週に3～5回�
ほとんど�
ない�

（回答数3270人）　＊尺度は左から、いつもする、ときどきする、あまりしない、全然しない�

2.7

無回答�

63.6 29.1 3.6子どもと一緒に外で遊ぶ�

11.1 10.9 25.9 48.5 3.5子どもを寝かしつける�

17.8 32.9 24.6 21.0 3.6

21.5 19.3 47.0 8.6 3.6子どもと一緒に室内で遊ぶ�

22.2 17.2 43.6 13.4 3.6子どもをお風呂に入れる�

40.4 22.7 29.0 4.3
3.6

子どもを叱ったりほめたり�
する�

子どもが病気の時、面倒を�
見る�

＊�

子どもの 1日の様子を聞�
いてくれる�

育児生活上のストレス発�
散ができるように配慮し�
てくれる�

子育ての大変さなど私の�
苦労を理解している�

子育てに関する考え方に�
共感してくれる�

育児の悩みの相談にのっ�
てくれる� 30.5 42.6 18.3 5.4 3.2

36.1 38.5 15.0 7.2 3.2

24.1 52.9 16.9 2.8
3.4

23.7 41.8 23.6 7.6 3.4

18.6 36.6 27.7 13.7 3.4

図３－１　育児への精神的サポート（全体）�

とてもそう思う� まあそう思う� あまりそう思わない�

全然そう思わない�

（回答数3270人）�

無回答�



では家事参加はどうであろうか。図３－３

を見ると、前述の精神的サポート、育児参加

に比較して全体にかなり低い結果が示されて

いる。父親にとって家事という領域は、子ど

もの育児や母親への精神的サポートに比べて

かかわりにくいものなのだろうか。最も頻度

の低かったのは「掃除をする」であった。

70.5％の父親が「ほとんどない」という状況

が示されている。また「食事の後片づけをす

る」も66.6％の父親が「ほとんどない」とい

う結果であった。逆に最も頻度が高かったの

は、「ごみを出す」である。これは「いつも

する」という父親が27.1％で、「ときどきす

る」まで含めると44.1％になる。出勤前の力

仕事としてごみ出しを行っている様子がうか

がえる。しかし「全然しない」という父親も

40.3％存在している。また買い物も全体に低

いが、「週に１～２回」が半数近くという特

徴が見られる。土・日は家族で買い物という

家庭も多いのではないだろうか。

― 96―

図３－３　家事参加（全体）�

（％）�

ほとんど毎日� 週に3～5回�週に1～2回� ほとんどない� 無回答�

買い物をする�

1.0

4.0 45.4 45.7 3.8

食事の後片づけをする�5.2 5.4 19.2 66.6 3.6

（回答数3270人）　＊尺度は左から、いつもする、ときどきする、あまりしない、全然しない�

掃除をする� 0.9 23.1 70.5 3.8

1.8

ごみを出す� 27.1 17.0 12.0 40.3 3.6
＊�



以上、育児への精神的サポート、育児参加、

家事参加の３つの視点から父親のかかわりを

各項目ごとに見てきたが、次に地域、子ども

の年齢、母親の就業状況という属性の違いに

よる父親のかかわりについて見ていくことに

しよう。

なおこれ以後、父親のかかわりについては

各項目ごとに１点から４点までの得点化を行

い、３つの各領域について平均得点を算出し

て結果を見ていく。

図３－４は父親のかかわりに地域的要因に

よる違いが見られるかを検討した結果であ

る。これを見ると、地域差はあまり大きくな

いことが示されている。特に家事参加ではど

の地域も平均得点が同じである。また精神的

サポート得点と育児参加得点において、大分

市の父親が若干高めの結果を示しているもの

の、地域的な要因による差はそれほど大きく

ないと言ってよいだろう。
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属性による父親のかかわりの比較

地域差はほとんどない（図３－４）

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

図３－４　父親のかかわり×地域（全体）�

東京都�
（405人）�

神奈川県�
（399人）�

埼玉県�
（392人）�

千葉県�
（367人）�

富山市�
（776人）�

大分市�
（763人）�

2.9 2.9 2.9 2.9

2.8

3.0

2.3 2.3 2.3 2.3
2.4

2.5

1.7 1.7 1.7 1.7 1.7 1.7

育児への�
精神的サポート�

育児参加�

家事参加�

（得点）�



次に子どもの年齢別に父親のかかわりを比

較したのが図３－５である。まず年齢を問わ

ず全体に共通した結果として、精神的サポー

トの得点が比較的高い傾向にある。また育児

参加得点と家事参加得点では前者の方が高い

ことが指摘できる。

各領域ごとに見ると、まず精神的サポート

得点は年齢によってほとんど変化がないこと

がわかる。それに対して育児・家事参加得点

では子どもの加齢に伴い、得点が減少してい

る傾向が見られる。これは統計的にも有意な

結果になっており、特に育児参加得点では１

歳、２歳、３歳と５歳、６歳との間に、家事

参加得点では１歳と５歳、６歳の間に差があ

った。つまり子どもが大きくなるにつれて、

父親の育児や家事へのかかわりが減少する傾

向があると言えよう。

では母親の就業状況によって、父親のかか

わりにどのような違いがあるのだろうか。そ

の点を比較したのが図３－６である。これに

よれば精神的サポート、育児参加、家事参加

いずれにおいてもフルタイム就労の世帯で、

父親のかかわりが最も多いことが示されてい

る。逆にパートタイム就労の母親の世帯では、

父親のかかわりは３領域いずれにおいても低

い得点を示している。現在仕事を持たない専

業主婦と同様に父親の育児・家事参加得点が

低い傾向が見られ、パートタイム就労の母親

の、育児や家事への負担感が強いことを示唆

する結果となっている。パートタイム就労に

は働き方に幅があるので一概には言えない

が、仕事に加え、子育ても家事も母親がかな

り担っているという現状がうかがえるのでは

ないだろうか。
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子どもの加齢に伴い、育児・家事への

かかわりは減少傾向に（図３－５）

かかわりの多いフルタイム就労、少な

いパートタイム就労（図３－６）
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3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

図３－５　父親のかかわり×年齢（全体）�

1歳�
（335人）�

2歳�
（918人）�

3歳�
（501人）�

4歳�
（451人）�

5歳�
（454人）�

6歳�
（455人）�

3.0
2.9 2.9 2.9 2.9 2.9

2.5
2.4 2.4

2.3
2.2 2.2

1.8
1.7 1.7 1.7

1.6
1.5

育児への�
精神的サポート�

育児参加�

家事参加�

（得点）�

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

図３－６　父親のかかわり×母親の就業状況（全体）�

専業主婦�
（2027人）�

フルタイム�
（304人）�

パートタイム�
（359人）�

在宅�
（141人）�

自営業�
（104人）�

3.0
2.9

2.8
2.9 2.9

2.3

2.5

2.3 2.3
2.4

1.9

1.61.61.61.6

育児への�
精神的サポート�

育児参加�

家事参加�

（得点）�



それでは前述のような父親のかかわりの現

状について、母親はどのように思っているの

だろうか。「あなたは父親に、育児にもっと

参加してほしいと思いますか」「あなたは父

親に、家事にもっと参加してほしいと思いま

すか」という質問に、「とてもそう思う」か

ら「全然そう思わない」の４段階評定で母親

に回答してもらった。その結果、以下のよう

な結果が示された。

まず育児参加について見てみることにしよ

う。もっと育児にかかわってほしいと思うか、

母親にたずねたところ、図３－７のような結

果になった。まず全体では、77.8％の母親が

「とても＋まあそう思う」と答えており、父

親のかかわりへの希望は非常に高いことが示

された。さらに平均得点を境に、現在の育児

参加度が高い群と低い群に分けて比較してみ

た。それによれば、現在の参加度が低い群で

は、37.5％の母親が「とてもそう思う」と答

えており、父親にはもっと子どもとかかわっ

てほしいという気持ちが強いことが示されて

いる。それに対して、育児参加度の高い群で

は「とてもそう思う」と答えた母親が22.4％、

「あまり＋全然そう思わない」も25.0％いる

など、低い群に比べると父親に対する希望は

あまり高くなく、現状に対してやや満足度が

高いことがうかがえる。

次に家事参加に対する希望では（図３－

８）、全体の60％以上が「とてもそう思う」

または「まあそう思う」と肯定的な回答をし

ている。また現在の参加度による比較では、

現在の家事参加度が低い群の方が、母親はも

っと父親に家事参加をしてほしいと思ってい

る割合が若干多いが、育児参加の結果に比べ

ると、その差はあまり大きくないことが示さ

れている。

ここで育児参加に対する希望と家事参加に

対する希望を比較してみると、全体に育児に

もっと参加を望むという傾向が示されてい

る。一方、図３－２および図３－３にもあっ

たように、実際のかかわりにおいても父親は

家事よりも育児の面でのかかわりが多くなっ

ていた。現状に対する希望という意味では、

よりかかわりの少ない家事に対して、強い希

望が示されてもおかしくない。しかし、結果

はそうではない。育児参加の方が、父親自身

の現実のかかわりも多く、母親からの希望も

強いということが示された。これは、家庭に

おける父親の役割について、父母ともに、ど

ちらかというと子育ては父母双方で、家事は

母親が…と考える傾向があるということを示

しているのかもしれない。
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父親のかかわりに対する希望

もっとかかわってほしい。特に育児に

対して…（図３－７・８）
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図３－７　父親の育児参加への希望（全体）�
（％）�

とてもそう思う� まあそう思う�
あまりそう�
思わない�

全然そう思わない�

無回答�

�全　　体（3163人）�
3.2
3.2

28.8�
�

49.0�
�

15.8�
�

1.9
0.1

現在の参加度が低い群�
（1448人）�

37.5�
�

49.0�
�

11.5�
�

0.6現在の参加度が高い群�
（1570人）�

22.4�
�

52.0 20.4�
�

4.6

図３－８　父親の家事参加への希望（全体）�

（％）�

とてもそう思う� まあそう思う� あまりそう思わない�

全然そう思わない�
無回答�

4.1

0.1
現在の参加度が低い群�
（1568人）�

22.8�
�

43.9 29.1�
�

0.7現在の参加度が高い群�
（1465人）�

18.7�
�

45.6 30.3 4.8

�全　　体（3163人）� 4.3 3.320.2 43.4 28.8



さて、前章の育児不安と父親のかかわりと

の間には関係があるだろうか。父親のかかわ

りと母親の育児不安について考えてみたい。

ここでは育児への肯定的な感情に関する5

項目の得点を逆転させたものを、育児不安に

関する5項目に加え、計10項目から広く育児

不安として分析した。４段階評定からなるた

め合計は40点となり、得点の高さは育児不安

の強さを示す。平均得点は21.4点だった。

精神的サポート、育児参加、家事参加の各

領域について現在のかかわりが高い群と低い

群に分け、その２群について育児不安得点を

比較したのが図３－９である。

これを見ると、精神的サポート、育児参加、

家事参加、いずれにおいても父親のかかわり

が高い群の方が、母親の育児不安得点は低く

なっており、統計的にも有意な差が見られた。

特に精神的サポートではその差は大きいこと

がうかがえる。また子どもとは直接関係しな

い家事参加というかかわりでも、母親の育児

不安の程度に違いが示されている。

これらのことからも、父親のかかわりは子

どもにとってのみならず、乳幼児を持つ母親

にとっても意味があり、実際の行動面でのサ

ポートと同時に、精神面でのサポートも重要

であること、また行動面についても子ども

とのかかわりだけではなく、家事参加など

家庭全般のかかわりも意味があるというこ

とが言えるだろう。
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父親のかかわりと母親の育児不安

父親のかかわりの高さは母親の育児不安を

減少させる（図３－９）

0

10

22.5 20.6
20

30

（得点）
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精
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育
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群
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家
事
参
加
低
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事
参
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高
群

（回答数3121人）

図３－９　父親のかかわりと育児不安との関係（全体）
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